
                                       

  
 
 
 
 

  
 

 

 

 

１ 前年度より、試験日が早くなります。 
 

 検査日 

１）前期選抜 令和６年 2 月 1 日(木) 

２）後期選抜 令和６年 3 月 6 日(水) 

3 月 7 日(木) 

 

 

２ 「チャレンジ選抜」が新しく導入されます。 
 

 

 

 

 

３ 「特別選抜」の募集定員が１５％以内となり、難しくなります。 
島原商業高校を例にあげると、３つの科の募集定員は、１２０人となり特別選抜は１８人・一般選抜が１０２

人となります。以前の制度と比較すれば、自己推薦①の枠が広がり、自己推薦②は狭き門となりそうです。 
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【適応分野・部活動名等】
サッカー（男）、バレーボール（女）、ソフトテニス（女）

　　　　　　　　　　＜評定基準なし＞

次のいずれかに該当する者
１　部活動に３年連続して取り組み意志を有する者
２　生徒会活等に積極的に取り組んだ者
３　主体的にボランティア活動等に参加した者
４　将来の進路希望が明確で基礎学力等を有する者
５　商業や家庭の専門的な学習に興味・関心がある者

　　　　　　　　　　＜評定基準なし＞
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％

 検査日 

１）特別選抜 検査 令和７年１月２８日（火） 

２）一般選抜 学力検査 令和７年２月１８日（火） 

１９日（水） 

３）チャレンジ選抜 検査 令和７年３月１２日（水） 
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 <学校教育目標> 社会に貢献できる 人間性豊かでしなやかな 生徒の育成 

『知覚動考』 

今年度の受検生から、長崎県公立高等学校入学者選抜（公立高校入試）制度が大きく変わります。深江中学

校も、新しい入試制度に向けて準備を進めているところです。これまで以上に、日々の学びが重視される制度

となり、「積み重ね」と授業の中で「主体性」が求められます。 

〇生徒の夢や目標を実現したいという意欲に応えるために３回、受検が可能になりました。 

〇すべての高校ではなく、主に離島・半島の高校で実施します。島原半島の高校も対象です。 

（ただし一般選抜の結果、定員が充足している学校は実施しません。） 

島原高校は数・英

のみ難易度が高い

問題を出題。文理

探究科は傾斜配点

があります。 

各高校によって、競技等が 

異なります。 



                                       

４ 「主体的に学習に取り組む態度」を重視します。 
 

  学びに向かう力等を評価するため、調査書（内申書のこと）の重点化が図られます。特に、各学校で学びの 

過程を重視する観点から、「主体的に学習に取り組む態度」が、他の項目より高く評価されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 探究的な学びの要素をとり入れた問題が出題されます。 
 

検査問題は、基礎的・基本的な問題を中心に出題されます。単に知識を問うものに偏ることが 

ないように配慮され、思考力・判断力・表現力を検査できる問題です。 

なお、日常生活、社会問題などと関連した探究的な学びの要素を取り入れた問題が、全体の２割 

程度、出題される予定です。これまでの過去問題と出題傾向が大きく変わることも考えられます。 

 右の二次元コードは、県内の各高校が示している入試実施内容にアクセスができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競  技 開催日 開催地 会  場 初戦の組合せ等 

男子バレーボール 

7/21 

7/22 

7/23   

佐世保市 
小佐々スポーツセンター 

２日目以降 佐世保市体育文化館 

7/21 11:00 

早岐中（佐世保市） 

男子バスケットボール 
島原市 

南島原市 

深江体育館 

２日目以降 島原復興アリーナ 

7/21 9:30 

大野中（佐世保市）   

女子バスケットボール 島原復興アリーナ 
7/21 9:30 

国見中（雲仙市）   

剣道（団・個） 7/21  長崎市 長崎市民体育館 
早岐中（佐世保市） 

海星中（長崎市） 

女子ソフトテニス（個） 7/22   佐世保市 佐世保市総合グラウンド庭球場 南部中（平戸市） 

陸上競技 
7/21 

7/22 
諫早市 トランスコスモススタジアム長崎 

21 日 10:00 開始 

22 日 9:30 開始 

深江中吹奏楽部は、７／2７（土）に長崎ブリックホールで開催される「長崎県吹奏楽コンクール」に出場

します。週末に指導に来てもらっている口加高校の小杉先生からも、大会が近づくたびに上手くなっていると

称賛されています。放課後の体力づくりに参加して、持久力と粘り強さを育んでいる本校の吹奏楽部です。 

また、演奏順も大トリを引き当て、１６時３０分からの演奏です。金賞獲得、九州大会出場を目指し最高の

パフォーマンスを発揮してもらいたいと切に願っています。 

 

「通知表」と「調査書」は、大きく関係します。 

◆本校の通知表を、今年度から１学期・２学期・全学期で評価します。教科によっては、前期・全学期 

  で評価します。 

◆観点別学習状況の評価も含め、全学期の評価が学年の成績として「調査書」へ反映されます。 

 

 ７月３０日（火）１３時から、ありえコレジヨホールにて、南島原市弁論大会「社会を明るくする運動」

が開催されます。深江中代表として、３年生の酒井 百々子さんが「動物の権利」、下田 侑衣さんが「子供

の未来」を主題として、自分の思いを主張します。二人とも素晴らしい内容です。 


